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319人の参加で大会議室は満員

7
月
4
日
、
衆
院
議
員
会
館
大

会
議
室
で
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

全
国
連
絡
会
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
統
一
本
部
主
催
の

「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償

基
金
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
、
会
場
を
満
員
に
す
る
3
1
9

人
の
参
加
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
、
松
丸
一
雄

統
一
本
部
長（
東
京
土
建
委
員
長
）

は
「
当
初
か
ら
提
案
し
て
い
る
被

害
者
補
償
基
金
に
つ
い
て
私
た
ち

自
身
も
よ
く
知
り
、
国
会
議
員
の

皆
さ
ん
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
、
今
後
被
害
者
が
増
大
し
て

い
く
の
が
必
至
で
あ
り
、
被
害
者

が
個
々
に
裁
判
で
争
う
こ
と
な
ど

考
え
ら
れ
ず
、
私
た
ち
が
構
想
す

る
基
金
制
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
省
庁
に
も
示
し
て
い
く

こ
と
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
」

と
挨
拶
の
中
で
述
べ
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
、
年
森
隆
広
統
一

本
部
事
務
局
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、井
上
聡
弁
護
士（
首

都
圏
統
一
弁
護
団
）
が
「
判
決
の

到
達
点
と
被
害
者
補
償
基
金
の
必

要
性
」
、
森
裕
之
立
命
館
大
学
教

授
が
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者

補
償
基
金
制
度
を
考
え
る
」
と
題

し
て
基
調
報
告
。
第
2
部
で
は
、

薬
害
エ
イ
ズ
救
済
な
ど
に
尽
力
し

た
鈴
木
利
廣
弁
護
士
、
東
京
大
気

汚
染
公
害
原
告
団
の
石
川
牧
子
事

務
局
長
も
加
わ
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
い
ま
し

た
。
年
森
事
務
局
長
が
「
今
日
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
4
人
の

方
々
の
発
言

を
受
け
、
私

た
ち
の
基
金

制
度
を
よ
り

練
り
上
げ
、

実
現
す
る
段

階
に
来
た
こ

と
を
自
覚
し

た
」
と
発
言

し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
ま

と
め
と
し
ま

し
た
。

開
会
中
の
多
忙
な
中
、
宮
本
岳

志
（
参
・
共
産
）
、
山
添
拓
（
参

・
共
産
）
、
近
藤
昭
一
（
衆
・
立

民
）、
大
島
九
州
男（
参
・
国
民
）、

福
島
瑞
穂
（
参
・
社
民
）
の
国
会

議
員
が
駆
け
つ
け
、
連
帯
の
決
意

を
表
明
し
ま
し
た
。

【
本
部
・
書
記
・
佐
藤

正
雄
記
】
官
民
の
建
設
労

働
組
合
で
つ
く
る
建
設
首

都
圏
共
闘
会
議
（
議
長
・

松
本
東
京
土
建
本
部
副
委

員
長
）
が
福
島
原
発
問
題

視
察
を
行
な
い
、
東
京
土

建
か
ら
は
松
本
副
委
員

長
、林
本
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
長
、

佐
藤
本
部
副
主
任
書
記
の

3
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
で
6
年
目
の
取
り
組

み
で
す
。

今
回
の
視
察
の
眼
目

は
、
福
島
第
一
原
発
の
施

設
内
の
視
察
で
す
。
現
在
、
原
発

施
設
内
の
大
半
で
防
護
服
を
着
用

せ
ず
に
作
業
で
き
る
ほ
ど
線
量
が

下
が
っ
て
き
た
と
さ
れ
、
東
電
は

視
察
者
を
増
や
す
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

長
袖
の
服
の
着
用
を
指
示
さ

れ
、
バ
ス
に
乗
っ
て
視
察
し
ま
し

た
。
建
屋
が
水
素
爆
発
し
た
1
〜

3
号
機
を
間
近
に
見
る
と
、
こ
こ

か
ら
大
量
の
放
射
性
物
質
が
拡
散

し
、
多
く
の
災
厄
を
も
た
ら
し
た

の
か
と
胸
が
苦
し
く
な
る
思
い
で

し
た
。
線
量
が
下
が
っ
た
と
い
っ

て
も
、
2
号
機
と
3
号
機
の
間
を

通
過
す
る
と
き
に
線
量
計
は
約
2

6
0
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
計

測
、
率
直
に
恐
ろ
し
い
思
い
で
し

た
。案
内
を
し
た
東
電
社
員
が「
だ

い
ぶ
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
」
と

し
き
り
に
繰
り
返
す
の
が
印
象
的

で
し
た
。

視
察
後
、
東
電
と
の
交
渉
を
行

な
い
、
作
業
員
の
賃
金
確
保
等
を

要
請
。
再
稼
働
中
止
を
求
め
る
要

請
項
目
に
、
東
電
社
員
は
「
低
コ

ス
ト
、
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
原
発
は
欠
か
せ
な
い
」
と
回

答
。
脱
原
発
へ
政
治
を
転
換
す
る

必
要
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

福島第一原発の1号機建屋

首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
第
1

陣
東
京
訴
訟
は
、
8
度
目
の
国
の

責
任
の
断
罪
と
な
る
3
月
14
日
の

東
京
高
裁
判
決
後
、
国
が
不
当
に

も
上
告
、
最
高
裁
判
所
に
法
廷
闘

争
の
舞
台
を
移
し
ま
し
た
。

7
月
5
日
、
断
続
的
に
雨
が
降

る
中
、
最
高
裁
判
所
前
で
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
原
告
、
支
援
す
る

仲
間
、
弁
護
団
が
最
高
裁
前
で
は

初
め
て
と
な
る
早
朝
宣
伝
行
動
を

実
行
。
「
最
高
裁
は
被
害
に
向
き

合
い
、
原
告
全
員
救
済
の
審
理
を

求
め
ま
す
」
と
書
か
れ
た
黄
色
い

チ
ラ
シ
を
最
高
裁
に
出
勤
す
る
職

員
や
通
行
人
に
配
布
し
ま
し
た
。

支
援
す
る
仲
間
、
弁
護
士
、
原

告
が
代
わ
る
が
わ
る
マ
イ
ク
を
持

ち
、
訴
え
を
行
な
い
ま
し
た
。
原

告
の
宮
島
和
男
共
同
代
表
は
「
8

連
敗
で
国
の
責
任
を
認
め
る
司
法

判
断
は
定
着
し
、
早
期
解
決
の
道

筋
を
つ
け
る
こ
と
が
国
の
責
務
だ

と
思
い
ま
す
。
建
設
業
で
の
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
は
現
在
で
も
大
き
な

広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
重
大
な

健
康
被
害
と
な
っ
て
る
実
態
を
最

高
裁
関
係
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

懇談する右から村山部長（江戸川）と
中村部長（本部）

7
月
10
日
、
全
建
総
連
東
京
都

連
で
は
、
都
内
中
規
模
建
設
企
業

要
請
行
動
に
取
り
組
み
、33
人（
東

京
土
建
か
ら
15
人
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、

2
0
0
1
年

頃
か
ら
始
め

ら
れ
、
「
賃

金
・
単
価
引

き
上
げ
、
労
働
環
境
の
改
善
」「
法

定
福
利
費
・
経
費
を
別
枠
明
示
・

支
給
す
る
環
境
」
「
技
能
者
・
後

継
者
育
成
」「
現
場
安
全
の
確
保
」

な
ど
に
つ
い
て
懇
談
す
る
取
り
組

み
で
す
。
全
建
総
連
会
館
に
集
合

し
、
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
う
え
で

12
の
班
に
分
か
れ
て
、
15
社
に
訪

問
、
懇
談
を
行
な
い
ま
し
た
。

中
村
修
一
都
連
賃
対
部
長
（
東

京
土
建
常
任
中
執
）
と
村
山
薫
江

戸
川
支
部
賃
対
部
長
は
Ａ
社
を
訪

問
。
管
理
本
部
人
事
部
の
部
課
長

と
建
設
技
能
労
働
者
の
人
手
不

足
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
へ
の
取
り
組
み
の
進
捗
（
し

ん
ち
ょ
く
）
な
ど
で
突
っ
込
ん
だ

意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

各
班
は
要
請
行
動
終
了
後
、
全

建
総
連
会
館
に
戻
り
報
告
会
を
行

な
い
ま
し
た
。
共
通

し
て
い
る
の
は
、
技

能
労
働
者
不
足
。
企

業
に
よ
っ
て
は
「
1

次
に
対
し
単
価
の
引

き
上
げ
を
行
な
っ
た
」
と
言
う
企

業
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
関
し

て
は
「
ま
だ
準
備
が
不
十
分
」
と

い
う
状
況
で
し
た
。

通用門前での早朝宣伝行動

6
月
29

日
、
東
京
土

建
本
部
で
新

宿
ア
ス
ベ
ス

ト
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
主
催

・
東
京
土
建

新
宿
支
部
、

後
援
・
新
宿

区
）
が
行
な

わ
れ
、
地
域

住
民
も
含
め

93
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

主
催
者
の

伊
藤
賢
司
委
員
長
は
「
2
0
0
6

年
以
前
は
、
ど
の
建
物
に
も
ア
ス

ベ
ス
ト
は
使
わ
れ
て
い
た
。
新
宿

区
の
公
共
施
設
は
す
べ
て
撤
去
済

み
だ
そ
う
だ
が
、
ま
だ
多
く
の
建

物
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
今
日

は
わ
か
り
易
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

め
ざ
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
中
皮
腫
・
じ
ん
肺

・
ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
永
倉

冬
史
さ
ん
が
「
私
た
ち
の
生
活
を

脅
か
す
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
被
害

の
実
態
」
と
題
し
、
学
習
講
演
。

終
了
後
の
休
憩
時
間
に
、
会
場
後

方
に
サ
ン
プ
ル
を
展
示
し
、
永
倉

さ
ん
が
説
明
し
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
。
粂
明
副
委
員
長
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
、
榎

本
廣
さ
ん
（
被
害
者
）
、
唐
澤
一

喜
さ
ん
（
本
部
労
対
常
任
中
執
）

草
木
原
竜
介
さ
ん
（
支
部
賃
対
部

長
）
ら
が
発
言
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
被
害
実
態
や
補
償
を
求
め
る
運

動
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
し
た
区
民
か
ら
は
「
全
国

に
た
く
さ
ん
あ
る
と
知
り
ビ
ッ
ク

リ
、早
急
な
対
策
が
必
要
と
思
う
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

会場後方に展示したサンプルなどに見入る参
加者。左端が学習講演を行なった永倉さん

求

人

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全
面
解
決
を
訴
え
る

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全
面
解
決
を
訴
え
る

国会シンポ

基
金
制
度
で
の
救
済
を

中
規
模
企
業
と
懇
談

技
能
労
働
者
確
保
が
課
題

４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
発
言

区後援受けシンポ
「早急対策必要」と区民

初
め
て
の
早
朝
宣
伝

最高裁

「
被
害
の
実
態
に
向
き
合
え
」

新
宿

恐怖感すら覚える高い線量
福島原発を視察


